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---発 表 会 次 第--- 

（１）開会行事 

   ①開会のことば 

   ②校長あいさつ 

   ③来賓挨拶 

    ＳＰＨ運営指導委員会委員長 国立大学法人福島大学 教授  髙橋 隆行 様 

    福島県教育委員会 教育長                  鈴木 淳一 様 

   ④来賓紹介 

   ⑤閉会のことば 

 

（２）本校におけるＳＰＨ事業概要説明 

 

（３）研究成果発表 

〇プログラム（発表順） 

No 発表内容 発表者  

１ 

【工業科】 

「新たな産業集積に対応できる技術・技能を 

習得した『工業人』」を目標として 

機械科３年Ａ組 酒井 千弥 

電気科３年 新川 兼汰 

電気科３年 遠藤 綾人 

産業革新科３年Ａ組 田中 悠太 

産業革新科３年Ａ組 山田 留萌 

２ 

【商業科】 

「地域の資源や新しい技術をビジネスに活用 

 できる『商業人』」を目標として 

流通ビジネス科３年 北内 珠羅 

流通ビジネス科３年 渡邉 舞乃 

産業革新科３年Ｂ組 佐藤 愛 

産業革新科３年Ｂ組 小林 綱大 

３ 

【クロストレーニングプログラム】 

「学科間が協力して、新たな価値を発見し、 

地域課題の解決・復興につなげるための取組」 

電気科３年 荒  幸希盛 

産業革新科３年Ａ組 鈴木 響 

流通ビジネス科３年 稲垣 未夢 

流通ビジネス科３年 海老沢 七虹 

（４）講評 

文部科学省初等中等教育局参事官(高等学校担当)付産業教育振興室 教科調査官(工業) 持田 雄一 様 

文部科学省初等中等教育局参事官(高等学校担当)付産業教育振興室 教科調査官(商業) 田中  圭 様 

 

（５）閉会行事 

   ①開会のことば 

   ②校長あいさつ 

   ③生徒代表お礼のことば 

   ④閉会のことば 
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